
 

 

 

 

 

 

 

 

努 力 の 壺 

校長 髙橋 利明 

「努力の壺」という言葉があります。人が何

か新しい事に挑戦する時、神様から「壺」を貰

うという話です。 努力すると「壺」にその努

力が溜まっていきます。しかし、人それぞれに

大きさは違い、どのぐらいの大きさか、どのぐ

らい努力が入るのかはわかりませんが、努力を

「壺」に入れ続け、溢れた時に新しい事が出来

るようになるのです。 

 これは人の可能性が努力することにより、結

果として現れるプロセスを「努力の壺」に例え

たメッセージです。可能性は、ある日突然現れ

るものではありません。私たち大人にとっては

当たり前と認識している事かもしれませんが、

行動しないと可能性はずっと可能性のままで

終わってしまいます。努力してはじめて、結果

という形で手ごたえを感じられるものになる

ことを様々な経験を通して知り、成長の糧とし

て子どもたち自身の心に育みたいと思います。 
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『子どもを変えた親の一言』(明治図書） 

【小学１年生の作文】 

 ｢お母さん、ど力のつぼのはなし、またし

て｣「ウンいいよ。こんどはなあに」「さかあ

がり」「あらあら、まだいっぱいになってな

かったのね。ずいぶんおおきいねえ。」と、

いいながら、お母さんはいすをひいて、わた

しのまえにすわりました。そして、もうなん

回もしてくれた、ど力のつぼのはなしを、ま

たゆっくりとはじめました。それは、こんな

はなしです。 人がなにかをはじめようと

か、いままでできなかったことをやろうと思

ったとき、かみさまからど力のつぼをもらい

ます｡そのつぼは、いろんな大きさがあって、

人によって、ときには大きいのやら小さいの

やらいろいろあります。そして、そのつぼ

は、その人の目には見えないのです｡でも、そ

の人がつぼの中にいっしょうけんめい「ど力｣

を入れていくと、すこしずつたまっていっ

て、いつか「ど力」があふれるとき、つぼの

大きさがわかる、というのです。だから、や

すまずにつぼの中にど力をいれていけば、い

つか、かならずできるときがくるのです。わ

たしは、このはなしが大すきです。 

 ようちえんのとき、はじめてお母さんからき

きました｡そのときはよこばしごのれんしゅう

をしているときでした。それからも、一りん車

や、てつぼうのまえまわり、とびばこ、竹うま。

なんでもがんばってやっているとき、お母さん

にたのんで、このはなしをしてもらいました｡

くじけそうになったときでも、このはなしをき

いていると、心の中の大きなつぼが見えてくる

ような気がします｡そして、わたしの「ど力｣が

もうすこしで、あふれそうに見えるのです｡だ

から、またがんばる気持ちになれます。(以下略） 

 

さて、お子さんたちの心の中に、このお話の

ような壺があるとしたら、その壺は努力であふ

れているでしょうか？ 生徒たちも努力の壺

の中に、最後まで諦めずに地道に、少しずつ、

コツコツと努力を貯めていってくれると、この

上なく嬉しい限りです。 
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